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壁の、 6a 「遺伝学に対する興味・関心」で「興味・関心がある」と回答した割合; 7a 「ヒト・ゲノ
ムという言葉の認知度」、 8 a 「DNAという言葉の認知度」、 9 a 「遺伝子解析・遺伝子治療という言葉
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「DNA とい う言葉 の認 知 度」
「人 に説 明 で きる ほ ど知 って い る」
30人 3人 33人
54.5% 8.1% ) 35.8%)
9 a
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「生命 倫理 とい う言 葉 の認知 度」


































































































ゲノム、 DNA、遺伝子治療の認知度については、ほぼ予想していた結果であった(設問6, 7, 8, 9)c
学生は、遺伝子治療、遺伝子診断にたいして比較的慎重な姿勢であった。私個人の判断では、このこと
は医学生として健全で、好ましい傾向と考えている。私の行っている遺伝病の研究で、研究目的をよく
説明した上で、健常者の対照に使うために血液サンプルの提供を学生にお願いすることがある(単位認
定など利害関係が生じる1、 2年生にお願いすることはできるだけ避けている)o今回のアンケート(設
問9)で約3分の1の学生は協力しないと答えている。遺伝病の研究者として、また医学生に遺伝学の
基礎を教える教員として、一般の集団よりも遺伝子研究に理解があると考えられる医学生集団でのこの
結果が意味するところを教育、研究の場で生かしていきたい。
(佐藤　浩)
3.ヒトゲノムに関して、生物学・哲学の講義に対しての感想・批判
今回のアンケート末尾に、
【設問外】ヒト・ゲノムに関連して、生物学、哲学・倫理学の講義に対して意見、提案、希望など
がありましたら、自由に書いてください。
という1項目を付加した。関連するものを次に掲載する。学生諸君が生物学関係や哲学の講義に望んで
いるものがある程度見えてきて、講義担当者としてこれも反省することしきりである。
1)ヒト・ゲノムがどんなものであるのかということをあまりちゃんとわかっていなので、生物の授
業中にでも、くわしく教えてほしいです。
2)どの講義も学生がその分野に興味がわいてくるように導入にもっと力を入れるべきだ。興味がわ
けば、学生も自分で動いて何かをしようとするだろうから。
3)ヒトゲノムとかは本当によいのかわからない--0
4)できるだけ具体的な話をしてほしいです。
5)分かりやすい授業を。
6)ヒトゲノムは今後の新治療法の確立のため、ぜひとも研究が進んでほしいと思う。
7)ゲノム解析による成果が科学者の単なる満足ではなく、一般の人の生活に還元されるように法律
のシステムをきちんと整備してほしい。
8)哲学の時間にヒトゲノムに関する討論会を開けばよい。
9)ヒト・ゲノムについてはとても興味をもっている。単に1つの生物学や医療技術のみにとどまら
ず、プライバシーや人権などの社会的要素や生命倫理が大きく関与している分野であるから、ヒ
ト・ゲノムという1つの話題について、多方面から見た講義を(例えばいくつかの講義を合同や
順番で行ったりして)されるなら、とても役に立つと思う。とくに、ヒト・ゲノムの話題を医療
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技術側の観点でしか聞いたことのない人などには、生命倫理という考え方に触れる機会を与えた
方がよいと思う。
10)ヒト・ゲノムについては、現在翻訳が進み、発見や進歩がめざましい分野だと考える。だが、そ
の進歩がはやすぎて、哲学的、倫理学的な見解が十分されていないと思う。これから我々がもっ
と接する機会が増えるであろうヒト・ゲノムについて、哲学的、倫理的な見解を深めねばならな
いと思う。
ll)生物を習っていないので、もう少し基本的なところから教えて欲しい0
12)特にないが、全世界の研究者に対しては、人の道を外れたことはしないでもらいたい。
13)この質問にあるようなことは、これからの医師は考えていかなければならないことだと思う。生
物学、哲学、倫理学をまたぐ問題として、医学概論や医学、生命科学入門の授業の中で、こうい
った問題を取り上げ小グループの討論を通して考えを深めていく必要があるように思う。
14)もっと倫理面から考えさせられる授業をしてほしいです。
15)非常に深く、難しい問題だと思うので、ぜひとも授業で取り上げていただきたい事です。
16)研究は研究として、今後もますます進んでいくであろうし、それが望ましいと考えるが、問題は、
それを応用する段階で研究者等がどう考えるかである。この点についてよく考えることが個々の
研究者に要請されるが、その場合、生物学、哲学、倫理学のある特定の立場に基づいた思想や考
え方を習得することを強制しないようにしてほしい。もちろん、あるラインが存在するのは確か
だが、その一線を越えない限り、価値観を与えられるのではなく、各人が自由に発表し、考え、
行動することが重要であると考える。
17)ヒト・ゲノムについて社会の動きも理解できるようにしてほしい。
18)ヒト・ゲノムの研究は、おそらくイヤでも今後進められていくのではないかと思う。ただ、プラ
イバシーが守られなかったり、個人の生き死にを(本人の意志とは別の所で)予知したりするの
はどうかと思う。
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